
申し込みは20日まで。まだ間に合います！（託児の必要な方は14日まで）
こちらから→ http://www.minpororen.jp/women/

ワークショップ あつまれ現場＆オフィス女子（と男子）！
女性のつどいは、全国の民放で働く仲間と直接顔をあわせる貴重な機会です。
働いている場所や職種は色々ですが、放送の仕事が大好きで、日々頑張っているという
大きな共通項があると思います。
そんな全国の仲間が、それぞれの職場でのがんばっていること、困っていること、悩んで
いること、乗り越えたことを話し合ってみようというのが、今回の2日目分科会のワーク
ショップのねらいです。
講師の方のお話をお聴きするのも勉強になりますが、実際に働いている仲間、先輩、後輩
と話をして、ネットワークを築くことは、何事にも代えがたい体験になるのではないで
しょうか？みなさまの仕事と幸せの一助になれば幸いです！
ファシリテーターにメディア総研の岩崎貞明さん、東海大学の谷岡理香先生をお迎えし、
参加者には事前にアンケートをとって興味のあるテーマを選択していただき、テーマごと
にグループに分かれて話し合いをしていただきます。（当初、現場女子、オフィス女子と
なっていた分科会ですが、アンケートの結果でグループ分けをさせていただくように変更
いたしました。）
前回の広島のつどいのアンケートでは、子育てと仕事の両立が難しい、過酷な現場で働く
限界を感じる、男性の意識改革が進まない、管理職のロールモデルの不足、女性の非正規
雇用の問題、まだまだ男性中心の価値観の職場での戸惑い、ワークライフバランスの悩み
などが寄せられています。さらに、参加者の事前アンケートでも身近な悩みや課題につい
て募集しますので、是非是非お答えください。

またドキュメンタリー上映作品が
「それでも希望のタネをまく 福島農家２年めの試練」
に決まりました！
2012年テレビユー福島制作 ディレクター深谷茂美制作部長
放送ウーマン賞2014（日本女性放送者懇談会主催）受賞。
（深谷さんのコメントから）
農業の大規模化とは対極をなす山間の棚田でこだわりのコメや野菜を育てる一家に魅力を
感じてニュースの特集を作り、もう20年近いご縁があります。
原発事故後の農村を番組にしたいと思った時、一家のことが頭に浮かびました。
1年目の空間放射線量が比較的高かった地区で農家として生きるためにさまざまな挑戦を
続ける、その一家を福島で生きる「当事者」目線で描いた作品です。

☆当日は最初に深谷さんにお話をしていただきます☆
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2日目の分科会詳細が決まりました！
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＜振込先＞
口座名：日本民間放送労働組合連合会
銀行名：中央労働金庫 市谷支店
口座番号：（普通） １５８６２２１

託児料金
全日程参加

（交流会費含む） 19,000円

1日目のみ参加
（交流会費含む）

16,000円

1日目のみ参加
（交流会費含まず）

10,000円

2日目のみ参加　 
 5,000円
2日目　2,000円

託児時間　（9:15～13:15）

(※生後６ヵ月以上)
1日目　3,000円

託児時間
（12:45～17:45､
19:00～21:00）

【参加費】


